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７．港湾計画の基本方針(案) 

 

７－１ 基本方針(案) 

 

千葉県南部地域の産業・物流の拠点として、また、エネルギー供給拠点と

して物流機能の充実を図るとともに、物流、観光・交流・アメニティ、環境、

防災の４つの機能が融合した魅力ある港を実現するため、平成３０年代前半

を目標年次とする港湾計画の基本方針(案)を以下のとおり定める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－２ 港湾空間利用ゾーニング図(案) 

 

  物流・交流・環境・安全の多様な機能を適正に配置し、効率性、快適性、安

全性の高い港湾空間を形成するため、港湾空間を以下のように利用する。 

①木更津南部地区及び富津地区中央部は、物流関連ゾーンとする。 

②木更津南部地区奥部、君津地区、富津地区北西部及び奥部は、生産ゾーンと

する。 

③富津地区北西部は、エネルギー関連ゾーンとする。 

④吾妻地区南部は、交流拠点ゾーンとする。 

⑤木更津南部地区東部及び富津地区の東部及び南部は、都市機能ゾーンとする。 

⑥吾妻地区、富津地区西部及び南部は、緑地レクリエーションゾーンとする。 

⑦江川地区から吾妻地区にかけての水域は、環境保全ゾーンとする。 

⑧江川地区、吾妻地区、木更津南部地区北部及び富津地区西部は、船だまり関

連ゾーンとする。 

⑨富津地区北部は、廃棄物処理ゾーンとする。 

 

１）本港背後に立地する企業の貨物の増加や船舶の大型化に対応するた

め、外内貿貨物の取扱機能の強化を図る。 

２）港湾と背後地域及び港湾内の円滑な交通を確保するため、臨港交通体

系の充実を図る。 

３）快適な港湾環境を創造するため、地域住民が海に親しむことのできる

開放的な親水空間の確保及び地域住民等の交流に配慮した空間の創

出を図る。 

４）港内における船舶の安全な停泊を確保し、船舶航行の輻輳を軽減する

ため、内航貨物船、官公庁船等の適切な収容を図る。また、港湾の安

全性の向上と秩序ある海洋レジャーの推進を図るため、港内に放置さ

れているプレジャーボートの適切な収容を図る。 

５）東京湾内に残された干潟や浅場等の貴重な自然環境を保全する｡ 

６）大規模地震発生等、災害時における物資の緊急輸送、住民の避難に供

するため、大規模地震対策の強化を図る。 

港湾利用ゾーニング図(案) 
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(千トン)

(設定値) 既定計画値

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 30年代前半 H20年前半

輸出 266 289 201 258 227 163 74 45 71 131 510 280

輸入 29 22 105 82 47 117 174 207 564 488 409 374

計 295 311 306 340 274 280 248 252 635 619 919 654

輸出 2,394 1,884 1,819 2,139 3,409 2,628 2,692 2,509 2,776 3,396 3,265 1,800

輸入 43,474 41,667 38,878 34,740 37,096 39,140 40,392 39,675 39,238 42,306 43,351 53,802

計 45,868 43,551 40,697 36,879 40,505 41,768 43,084 42,184 42,014 45,702 46,616 55,602

輸出 2,660 2,173 2,020 2,397 3,636 2,791 2,766 2,554 2,847 3,527 3,775 2,080

輸入 43,503 41,689 38,983 34,822 37,143 39,257 40,566 39,882 39,802 42,794 43,760 54,176

計 46,163 43,862 41,003 37,219 40,779 42,048 43,332 42,436 42,649 46,321 47,535 56,256

移出 4,873 3,188 3,186 3,434 3,775 2,671 2,897 2,587 2,242 6,367 2,655 6,124

移入 1,252 989 1,083 1,461 1,415 1,543 1,774 1,480 1,437 1,240 853 1,400

計 6,125 4,177 4,269 4,895 5,190 4,214 4,671 4,067 3,679 7,607 3,508 7,524

移出 22,864 21,023 16,017 10,317 10,171 10,586 11,286 10,998 10,475 10,769 11,264 23,370

移入 8,420 8,009 7,976 6,996 6,791 7,202 7,373 7,255 8,031 8,323 8,588 8,183

計 31,284 29,032 23,993 17,313 16,962 17,788 18,659 18,253 18,506 19,092 19,852 31,553

移出 27,737 24,211 19,203 13,751 13,946 13,257 14,183 13,585 12,717 17,136 13,919 29,494

移入 9,672 8,998 9,059 8,457 8,206 8,745 9,147 8,735 9,468 9,563 9,441 9,583

計 37,409 33,209 28,262 22,208 22,152 22,002 23,330 22,320 22,185 26,699 23,360 39,077

輸出 2,660 2,173 2,020 2,397 3,636 2,791 2,766 2,554 2,847 3,527 3,775 2,080

輸入 43,503 41,689 38,983 34,822 37,143 39,257 40,566 39,882 39,802 42,794 43,760 54,176

移出 27,737 24,211 19,203 13,751 13,946 13,257 14,183 13,585 12,717 17,136 13,919 29,494

移入 9,672 8,998 9,059 8,457 8,206 8,745 9,147 8,735 9,468 9,563 9,441 9,583

計 83,572 77,071 69,265 59,427 62,931 64,050 66,662 64,756 64,834 73,020 70,895 95,333

公共 6,420 4,488 4,575 5,235 5,464 4,494 4,919 4,319 4,314 8,226 4,427 8,178

専用 77,152 72,583 64,690 54,192 57,467 59,556 61,743 60,437 60,520 64,794 66,468 87,155
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７－３ 計画フレーム 

 

  将来貨物量は、木更津港の８割以上を占める主要品目（ＬＮＧ、鉄鉱石、砂利・砂、

石炭、鋼材）の取扱企業と大型岸壁を利用する企業及び新規企業に対しアンケート及び

ヒアリングを実施した。 

  アンケート及びヒアリングは、平成 20 年 12 月～平成 21 年 2 月の間に実施した。 

 

（１）目標年次 

   目標年次：概ね平成 30 年代前半 

（２）取扱貨物量の見通し 

   ○将来貨物量：70,895 千ﾄﾝ(H19 の 3%減) 

    ・公共貨物： 4,427 千ﾄﾝ 

    ・専用貨物：66,468 千ﾄﾝ 

 

木更津港取扱貨物量の見通し 
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